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ひとくちメモ

国土交通省は、３月１９日、1月１日時点の公示地価を発表しました。住宅
地の県平均変動率は1.0％（全国６位、前年５位）で６年連続の上昇となりま
した。ただ、上昇幅は前年より0.4ポイント減少し、年々伸び幅の鈍化が目
立っています。
市街地を中心に住宅地価格の高止まりが続く一方、人口減少や高齢化が進む

町村部では下落傾向の強まりも懸念され、都市部との差が鮮明になっています。
県では、東日本大震災に伴う被災者の移転需要が落ち着き、さらに県内で進

行する人口減少の影響が不動産市場にあらわれていると分析しています。
評価にあたった県不動産鑑定士協会・会長は、地価の状況について、「被災

者需要がほぼなくなり、普通の状況に戻りつつあるというトレンドは変わって
いない」とみています。

暖かい日が続いたかと思うと朝晩の冷え込みが厳しい日もあったり、春は日々

の寒暖差が大きく、自律神経が乱れて体調を崩しがちです。さらに4月は、就職

や転勤などで慣れない環境や新しい人間関係などで緊張や不安を感じることが多

い時期です。朝食をきちんと食べる、ぬるめのお風呂にゆっくりつかるなどする

と乱れた自律神経を整えることができるそうです。体調をしっかり整えて、希望

に胸が膨らむような楽しい新生活が始められたらいいですね！

■住宅地
住宅地1㎡あたりの県の平均価格は3万５１００円で前年を４００円上回りました。主要４

市の平均価格は、郡山市５万3900円（前年比1000円増）、福島市４万6600円（同
1200円増）、いわき市4万3400円（同500円増）、会津若松市3万3300円（同400円
増）でした。いわき市内の最高価格は、「平字作町三丁目1の16」の7万9800円でした。
いわき市では、これまで高い上昇率を示していた平地区中心部の住宅地域やいわきニュー

タンなどで供給物件の減少から取引件数が減り、地価は高止まりの状況です。
■商業地
商業地の県平均変動率は0.8%で5年連続の上昇となりました。商業地１㎡あたりの県平均

価格は6万5000円となり、前年を400円上回りました。
主要4市の平均価格は、郡山市11万1100円（前年比2000円増）、福島市7万7000円

（同2700円増）、いわき市5万9500円（同600円増）、会津若松市が前年と同じ5万
3900円でした。
いわき市は、JRいわき駅周辺のビジネスホテルの稼働率が依然震災前の水準を上回ってい

ます。


